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みやき町役場の皆様と 栄養を考えて作られたお弁当を見て感心する場面も

　日本はこの数十年の間に、世界でも類まれなる発展
と成長を経験し、国民の健康水準を飛躍的に向上させ
ることに成功したと言われています。例えば、母子保
健分野における健康水準を示す指標である乳児死亡率
（1,000人子どもが生まれた場合、1歳の誕生日を迎
えず亡くなってしまう人数）は、1950年頃は60であっ
たのに対し、2000年には3まで減少しています。今
まさに成長しようとしている国にとって、日本の経験
はたくさんの可能性を秘めた実例として映ります。
　しかしながら、国が異なれば、文化・環境・国民性
なども異なるため、必ずしも日本がしてきたようにす
れば良いというわけではありません。その観点から、
日本人の我々は、ラオスの実情を第一にしつつも、日
本の経験をどうすれば活かすことができるか考え、現
地の行政職員と共に保健医療の改善に努力しています。
それでも、まだ限界はあります。私たちの経験から大
切に思っていることを伝えても、実際に体験したわけ
ではないラオス人にとっては、「実感」することが難
しいという点が残っています。
　このような背景があり、この度、ラオス人に向けて
日本の保健医療に触れることを目的とした研修を実施
しました。研修の内容には、母子保健を中心として日
本の保健医療を「実感」してもらうため、病院見学や
市町村保健師・母子保健ボランティアとの話し合い、
健康診査現場見学を取り入れました。
　まず、聖マリア病院では今の日本の妊産婦及び乳幼
児がどのような制度・サービスによって守られている
かを学びました。聖マリア学院大学では、講義の時間
を与えていただき、研修員からラオスの生活・文化や
保健医療について大学生へ紹介し、日本とラオスの交
流を図ることができました。

　市町村の母子保健活動として、佐賀県みやき町およ
び福岡県久留米市にご協力をいただきました。みやき
町役場では、母子保健を担当する保健師と母子保健推
進員（ボランティア）が、どのように連携して地域の
母親を支えているかを具体的に教えていただきました。
久留米市役所からは、中核市として広域な視点から母
子保健施策を整え、事業を実施し、評価していくなか
で、どのような点に力を注いでいるかを解説していた
だきました。
　最後に、成人の健康診査について、名古屋公衆医
学研究所にご協力いただき、愛知県一宮市の職員健
診を見学することができました。一般の健診項目や
40歳以上の特定健康診査（メタボリックシンドロー
ムに着目した健診）およびVDT（Visual Display 
Terminals）健診などの職業性疾病に関する健診など
を見ることができ、健康状態の把握や病気の早期発見
の重要性について解説していただきました。
　これらの体験を通して、研修員らは日本の保健医療
に初めて触れることができました。冒頭に述べたよう
に、今回の研修で見たことや得られた学びが、ラオス
の保健医療にそのまま還元できるとは限りません。し
かし、アイデアとして取り入れて、できるところから
変えていけるものもあります。例えば、みやき町では
離乳食指導のためのフードモデル（食べ物の模型）も
見学することができました。現在、私たちのプロジェ
クトでも子どもの食事・栄養状態を改善するため、何
をどのように住民に伝えていけば良いか話し合われて
いるところです。研修員2名からは、このフードモデ
ルのように「何を」「どのくらい」食べれば良いかを
具体的に見せることができれば、住民にとって分かり
やすい健康教育ができるのではないか、という「実感」
から得られた意見を研修後に聞くことができました。
　最後になりましたが、初めての日本の寒さに戸惑い
ながらも、積極的に研修に取り組んでいただいたカム
パナーワン医師（ISAPH県保健局カウンターパート）
及びソンブン医師（サイブートン郡保健局長）、そし

日本の経験をラオスへ

ISAPHラオス　佐藤　優

ラオスからの報告
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多くの学生にラオスを紹介することができた聖マリア学院大学での講義の様子

日本の栄養指導（健康教育）教材のフードモデルについて
関心を示す研修員

健康診査機材の使用方法や結果の読み取りについて学ぶ

　皆さん、こんにちは。私の名前は、サイサモーン
といいます。ニックネームは、エアーです。私は
32歳・既婚で、アンナという名前の1歳7カ月の
娘がいます。私の妻は、現在妊娠7カ月なのですが、
私は新しい命を授かることにとてもワクワクしてい
ます。好きな食べ物は、鶏のスープとパパイヤサラ
ダです。私のお気に入りのスポーツはサッカーで、
余暇は友人と一緒にサッカーを楽しんでいます。サッ
カーをするのが好きな理由は、自分自身を強く健康
にしてくれるからです。
　私はISAPHで5カ月間勤務していますが、サイ
ブートン郡という僻地で母子保健の改善のために取
り組んでいるISAPHのプロジェクトの一員として
働けることを、とても幸せに感じています。

　私は保健医療分野の経験がなかったので、
ISAPHでの業務はとても難しく常に挑戦していか
ないといけません。ただ、ISAPHで働かせてもら
う機会をいただいたので、ISAPHと共に母子保健
の改善のためにベストを尽くしていきたいと思って
います。

ラオス　新スタッフの紹介
サイサモーン・サヌモーン

てこの研修を企画・実施するにあた
り、多大なるご協力をいただいた聖
マリア病院、聖マリア学院大学、佐
賀県みやき町役場、福岡県久留米市
役所、名古屋公衆医学研究所の皆様
に心からお礼を申し上げます。
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お互いの意見を発言する場では、緊張した雰囲気になる場合も 会議の後のインフォーマルな食事会も、お互いを知り合う場として重要

村の子どもたちの現状を関係者に説明

　ISAPHラオス事務所では半年に一度、現地の活動
を相手国の人々に還元し、課題や解決策を共に考える
手段として、活動報告会を開催しています。11月には、
今年4月からスタートした新しい活動の進捗と今後の
課題について議論を行いました。県・郡レベルの保健
行政スタッフに加えて、各村からも保健ボランティア
などのリーダーたちが参加しました。今日は、この報
告会を通して改めて考えさせられたことついてお話し
したいと思います。
　今回の議論の一つとして「手当（日当）」について
焦点が当たりました。ISAPHの活動においては、村
長や保健ボランティアなどのリーダーたちの協力が欠
かせません。成長モニタリングに参加するように住民
に声をかけたり、活動の日時を知らせたり、住民に最
も近い存在であるからこそできることがあります。し
かし、一部のリーダーたちから、現在支給されている
「手当」では、活動に協力するのが難しいと声があがっ
たのです。
　この発言に対して行政側からは、「保健サービスに
参加することは住民のためであるので、自分たちの村
の人々の健康を守ることを目標に頑張ってほしい」と、
「手当」の額で活動の是非を判断しないでほしいとい
うコメントがありました。確かに、一時的にお金を渡
して働いてもらうことは簡単ですが、それでリーダー
たちの活動が活発になったとしても、長続きするもの
ではないかもしれません。少し専門的に言うと、「手当」
のような金銭的なインセンティブを外発的動機付けに
利用している場合、そのインセンティブがなくなって
しまうと、お金をもらわず活動をしていた頃よりも不
活発になる、アンダーマイニング効果が発現してしま
うといわれています。

　しかし、ここで一歩立ち止まってみたいと思います。
私たちは、「志」を高らかに掲げ、「住民のため」とい
う伝家の宝刀で一刀してしまって良いのでしょうか。
この要望からどのようなことを考えていくべきでしょ
うか。彼らがなぜそのような要望を抱くに至ったので
しょうか。もしかすると、彼らの不満には活動に協力
することで「住民の役に立っている」という実感を得
ることができず、その結果、手当に着目することになっ
ているのかもしれません。そうすると、彼らが本当に
要求しているのは金銭ではなく、活動に対する「やり
がい」なのではないでしょうか。確かに、今はプロジェ
クトの初期段階で、リーダーたちが活動に協力して良
かったと思える成果を見せることができていません。
ですから、そのような状況の中で発せられた「手当の
額が低い」という要望には、文字通りの意味だけでは
なく、彼ら自身も気づいていないメッセージが込めら
れていることを考えて耳を傾ける必要があります。
　この話題は一つの例ですが、活動報告会は各々が考
えている問題点や要望を投げかけるための良い機会で
す。一方で、得られた発言をどのように受け止めるか、
一緒に活動している仲間の内なる声をどう理解してい
くかも非常に重要で、そのためには相手をもっと知る
必要があるといつも考えさせられます。

仲間の声に耳を傾けることの重要性

ISAPHラオス　佐藤　優

ラオスからの報告
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劇のひとコマ 優勝に喜ぶ母親たち

健康教育コンテスト会場

健康教育コンテストを実施しました

ISAPHマラウイ　朴　正美

　マラウイのプロジェクトでは、2016年11月8日
から12月13日までの毎週火曜日に、全6回の健康
教育コンテストを開催しました。ISAPHマラウイの
活動の一つである母親のグループ活動において、これ
まで完全母乳の実施や六大食品グループ、手洗いの重
要性などさまざまなトピックをピア・エデュケーショ
ンはじめ、劇や歌を作ることで母親たちは栄養や子ど
もの健康に関する知識・スキルを習得してきました。
今回の健康教育コンテストでは、これまでの母親グルー
プ活動の集大成として各ヘルスポストの全村・全グルー
プを対象に、母親たちが決めたトピックで劇をするコ
ンテストを行いましたので、報告いたします。
　全6回のコンテスト参加者は約700名、70グルー
プで、県保健局カウンターパートを招聘し、彼らと
共に各ヘルスポストのHSA（Health Surveillance 
Assistant）と各地域の校長先生、コミュニティー開
発委員会の方々、そしてISAPHスタッフが審査員を
務めました。各グループのトピックはこれまで母親た
ちが習得してきた内容の中から選んでもらい、自分た
ちで劇の内容を構成し、毎週行われているグループ活
動で練習したものを10分間で披露し、審査員が項目
ごとに審査し、合計点で順位が決められました。審査
項目は、これまでエディンゲニ各村で村長たちによっ
て選出されたグループリーダーとボランティアが受け
た健康教育研修の「コミュニティーに劇を通して何か
を発信、伝えるときに必要なこと」から作成されまし
た。例えば、聴衆に向けられた劇か否か（ターゲット
を考えた設定になっているかどうか）、ボディーランゲー
ジを使用しているかどうか、メッセージ性は充分かど
うかなどです。
　参加した母親グループは劇のテーマに合わせた思い

思いの衣装を着て、栄養に関することや子どもの病気
のときの対処、手洗いの重要性、成長モニタリングへ
の参加の重要性などの劇を披露しました。ときには観
衆から大きな拍手や歓声が聞こえ、イベントは大いに
盛り上がりました。1カ月以上毎週練習してきただけ
あって、完成度はどれも素晴らしいものでした。コン
テストということで、優勝したグループから5位入賞
まではグループ名を呼ばれます。入賞した母親たちは
歓喜の叫びを上げ、反対に惜しくも入賞を逃した母親
たちは悔しそうにしていました。どれほど真剣にイベ
ントに向けて取り組みが行われていたか知る機会とな
りました。
　グループ活動の成果をコンテストという形で確認で
きたことはISAPHとして有意義なことでした。また
同時に、来賓として参加した村長やコミュニティー委
員会、近隣の小学校教諭にも、母親たちがどのような
活動をしていて、地域社会にどれほど貢献しているの
か知っていただけた貴重な機会となりました。子ども
が健やかに育っていくためには、母親だけでなく子ど
もを取り巻く環境、子どもの周りにいる人たちの理解
や支えが必要だと改めて認識してくれたと思います。
この場を借りて、参加者の皆様、イベントを盛り上げ
てくれたスタッフの皆様に感謝の意を申し上げます。

マラウイからの報告
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ンソナ氏による講演質疑応答

事務局からの報告

国際協力セミナー
「開発途上国における母子の栄養改善活動」の開催について

　2016年12月4日にISAPHが福岡県久留米市にお
いて開催した国際協力セミナーについてご報告いたし
ます。「開発途上国における母子の栄養改善活動」と
題しました同セミナーですが、社会医療法人雪の聖
母会聖マリア病院および独立行政法人国際協力機構
（JICA）との共催により実現しました（於：久留米シティ
プラザ）。また、マラウイ国から同国保健省小児疾患
統合管理課長のンソナ氏を招聘し、現地の様子につい
て話をしていただきました。今回のセミナー開催にお
力添えをいただきました皆様へ感謝申し上げます。
　さて、当日は、ISAPH理事長の挨拶に始まり、ラ
オス国における活動紹介、ンソナ氏による講演「マラ
ウイ国の小児保健政策と栄養」、マラウイ国でJICAと
ともに実施した「子どもにやさしい地域保健プロジェ
クト」の報告、ISAPHによる今後の活動についての
紹介、そして質疑応答へと続きました。
　セミナーへ参加した方からは「スライドにそった話
でわかりやすかった」「短時間に皆様お話をまとめら
れていてわかりやすかった」「発展途上国の健康に関
する状況が少し理解できた」「現地の状況とISAPHの
活動がわかりました。活動メンバーの苦労の成果が徐々
に上がってきていて、素晴らしいと思います。何らか
の形で協力したいと思いました」といった感想をいた
だきました。このようなコメントは大変励みになりま
すし、今後、今回のようにISAPHの活動について広
く紹介するとともに、日頃からISAPHの活動を応援
してくださっている皆様に対するご報告の機会を増や
していくことができればと感じました。
　また、セミナーという形態に限らず、当団体の活動
について更に多くの方々に知っていただく機会を増や

ISAPH事務局　村井　俊康

していくことができればとも考えています。今回、「具
体的な支援内容をもっと聞きたかった」といった声も
寄せられました。様々に異なる職業や専門性・興味の
対象を持った方々に対して、限られた時間の中で一律
にお話をするというのはなかなか難しいことです。そ
こで、むしろ、内容を変えながら場所を変えながら、様々
な方に対してお話をする機会を増やしていくことがで
きればと考えています。
　ISAPHでは今後、保健医療分野に限らず、様々な
方面と協働していく必要を感じています。当団体は途
上国の栄養問題、特に母子の栄養が不足しているとい
う問題に取り組んでいます。栄養改善にはマルチセク
トラルな取り組みが必要であると言われています。す
なわち、保健医療サービスの改善並びに栄養・衛生に
関する教育の実施といった、ISAPHがこれまでに実
施してきた保健医療分野の協力のみではなく、農業・
畜産・収入向上・教育など、他の分野を取り込んでい
く必要があります。もっとも、これは口で言うほどに
簡単ではありませんので、うまくコーディネートして
いく必要があります。そのような意味で、こちらから
情報発信を行うとともに、様々な方とお話をし、アイ
デアを得る機会を作っていくことができればと考えて
います。皆様、引き続きご指導ご鞭撻の程よろしくお
願いいたします。
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ヘルスセンター職員と村の住民との記念写真（セバンファイ郡にて）ラオス事務所スタッフ及び県保健局カウンターパートと

健康教育の様子（サイブートン郡にて）

ラオスの人々と
共に歩んだ道

ISAPHラオス　赤羽 由香

　プロジェクト調整員として2年8カ月
ほど、ラオスで母子保健プロジェクトに
携わらせていただき、2017年2月に帰
国しました。振り返ってみると、かねて
から希望だった地域住民と直接関わる活
動に携わることができ、また私の在任中
は ISAPHが10年間行ってきたセバン
ファイ郡での活動を終え、新たな対象地
域であるサイブートン郡に活動の場を移したので、プ
ロジェクトの節目の時期に関わることができたことを
嬉しく思っています。そして、これは私にとって貴重
な経験となりました。その一方で、以前私は青年海外
協力隊としてラオスで活動をしていましたが、協力隊
とは違った視点で物事を考えなければならないことも
あり、1つのプロジェクトを進めていく難しさを実感
しました。
　セバンファイ郡での活動では、私はプロジェクトの
終盤から携わっており、ISAPH主導から郡保健局主
導へと活動の主体を移行しました。そのため彼らが自
分たちで保健活動が実施できているかなどのフォロー
アップやプロジェクトの結果・成果の評価、今後の活
動に活かすため課題等を把握することなどに取り組み
ました。その中でISAPHの活動の主体となった村で
のモバイルクリニック活動では、モバイルクリニック
チームの連帯感が見られ、住民が笑顔で活動に参加す
る様子を見ていると、ISAPHの活動を理解しその重
要性も認識してくれていて、ISAPHが受け入れられ
ていると感じることができました。それと並行して、
新規プロジェクトに向けての調査や新規MOU（了解
覚書）締結などの業務も行ってきました。現在はサイブー

トン郡での新規プロジェクトが始動しています。プロ
ジェクトの初期段階で問題は山積していますが、それ
以外にも彼らの文化、環境や社会にも目を向けてラオ
スの人々と共に活動を進めることが大切なのではと感
じています。
　これまでラオスの人々と共に母子保健活動に携わっ
てきましたが、現場で活動してきた中でラオスの現状
を目の当たりにし、問題解決にはどのような方法が効
果的なのかを常に考えさせられる日々でした。また、
文化や言葉の異なる現地人と仕事をすることは、仕事
に対する考え方も異なり容易ではありません。しかし
お互い異なるからこそ、彼らから学ぶことも多かった
です。コミュニケーションは大切ですし、現地人と共
に活動を進めていくには彼らを理解し、彼らのペース
に合わせることも大切です。そして彼らを理解するた
めにはいろいろな意味で「現地になじむ」、これに尽き
ると思っています。このように国際協力についていろ
いろと考える機会ともなり、私自身得られたものは多く、
ラオス人と共に成長できた2年8カ月となりました。
　最後になりますが、これまでご指導・ご支援くださ
いました皆様、並びにISAPHへのご支援・ご寄付を
いただきました皆様に心よりお礼申し上げます。
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最近のできごと 2016年10月～2017年1月

※本ニュースレターの発行は、社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院にご協力をいただいています。

【ISAPHニュースレター　第26号　編集スタッフ】
石原 潤子／磯 東一郎

【福岡事務所】
〒813-0034
福岡県福岡市東区多の津4-5-13　スギヤマビル4階
TEL.092-621-8611

【東京事務所】
〒105-0004
東京都港区新橋3-5-2　新橋OWKビル3階
TEL.03-3593-0188　FAX.03-3593-0165

E-mail　jimukyoku@isaph.jp
URL　http://isaph.jp/

●厚生労働省臨床研修指定病院
●厚生労働省歯科臨床研修施設
●厚生労働省臨床修練病院
●地域医療支援病院
●福岡県救命救急センター
●福岡県総合周産期母子医療センター
●福岡県救急告示病院
●福岡県地域災害拠点病院

●福岡県エイズ治療拠点病院
●福岡県肝疾患専門医療機関
●福岡県災害派遣医療チーム指定医療機関
●福岡県第二種感染症指定医療機関
●地域がん診療連携拠点病院
●福岡県小児救急医療電話相談施設
●福岡県児童虐待防止拠点病院
●久留米広域小児救急医療支援施設

●A Baby-Friendly-Hospital-Initiative
　（赤ちゃんにやさしい病院）WHO・ユニセフ指定
●自動車事故対策機構NASVA療護施設
●ISO 9001認証施設
●ISO 15189認定施設
●日本医療機能評価機構認定施設（一般病院Ver.6.0）
●日韓医療技術協力指定病院
●久留米市病（後）児保育施設

理事長：井手 義雄　　病院長：島 弘志
〒830-8543　福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942-35-3322㈹　FAX.0942-34-3115
URL　http://www.st-mary-med.or.jp

社会医療法人
雪の聖母会 聖マリア病院

ISAPHの役員名簿

役　職 氏　名 備　　　考

理事長 小早川 隆敏 東京女子医科大学　名誉教授

理　事 深見　 保正 元福岡県企業管理者

理　事 浦部　 大策 聖マリア病院国際事業部　部長

理　事 江藤　 秀顕 神山復生病院　医師

理　事 渡部　 和男 龍谷大学法学部　客員教授

監　事 竹之下 義弘 東京六本木法律特許事務所　弁護士

【ラオス】ISAPH事務局の磯をラオスに派遣

【ラオス】ノンボック郡における
Luxembourg-Developmentの活動を視察

【ラオス】
サワンナケート県におけるNPO法人JVC
（Japan Volunteer Center）の活動を視察

【ラオス】
第10回ラオス保健研究フォーラムに参加

【マラウイ】健康教育コンテストを開催（全6回）

ISAPH事務局の磯が東京女子医科大学で講義

【マラウイ】ムジンバ県病院に顕微鏡を供与

地球市民どんたく2016（福岡）に参加

【ラオス】MOU6カ月活動報告会を開催

国際協力セミナー「開発途上国における母子の
栄養改善活動」を開催（久留米）

【ラオス】Luxemburg-Developmentと
援助協調にかかる会議を開催

【ラオス】
茨城県立医療大学へISAPHの活動紹介を実施

【ラオス】3カ月定期活動会議を開催

【ラオス】カウンターパート本邦研修を実施

【ラオス】活動地区の3村にてグループ
インタビューを実施

10月9日～17日

10月15日

10月19日・26日

10月27日・28日

11月8日～12月13日

10月4日

11月23日

10月30日

11月30日

12月4日

12月5日

12月26日

12月27日

1月16日～24日

1月25日～26日

ISAPHの活動を発展させるた
めに、一人でも多くのご入会、
ご寄付をお待ちしております。

法人会員

一般会員

年会費：30,000円

年会費：3,000円

【振込先】
郵便振込　口座名　特定非営利活動法人ISAPH
　　　　　口座番号　00180-6-279925

入会ご希望の方、ご寄付をお願いできる方は、
ISAPH事務局までご連絡いただければ幸いです。

特定非営利活動法人ISAPH


